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１．豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の運転状況について

　今後も安全かつ確実に処理を進めてまいります。

２．ＰＣＢ廃棄物の１２月の受入計画

３．ＰＣＢ廃棄物収集運搬に係る連絡会議の開催等について

　昨年及び一昨年は、秋から冬の間にかけて施設停止に至
るような事故等を発生させてしまいましたが、今年は安全な
処理を継続しています。

豊田ＰＣＢ廃棄物処理事業だより（Ｎｏ.４４）

　豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設（豊田施設）では、順調に運転し
ています。

　１２月のＰＣＢ廃棄物の受入計画は、左表のとおりです。

　コンデンサ類は、豊田市内の少量保管事業者（ＰＣＢ廃棄
物所有数２０台未満）を中心に６６台、愛知県内から９８台
受け入れる予定です。

　会議では、まず弊社から①ＰＣＢ廃棄物の収集運搬ガイドラインの熟知と徹底、②マニフェストについて
記載の指導と徹底、③雨天時の連絡対応、④少量保管事業者が保管するＰＣＢ廃棄物の積み合わせ運
搬に対する協力依頼等について説明しました。

　１１月２２日、弊社は、安全で確実なＰＣＢ廃棄物の収集運搬の徹底を図ること等を目的として、豊田市
立ち会いのもと、ＰＣＢ廃棄物収集運搬事業者との連絡会議を開催しました。

　また、１１月２６日にはＰＣＢ廃棄物の収集運搬事業者を
新たに１社認定し、収集運搬事業者は合計１７社となりまし
た。収集運搬事業者の詳細情報については、下記のアドレ
スをご参照ください。

　つづいて豊田市から、①『豊田市ポリ塩化ビフェニル廃棄
物の収集運搬に係る安全性と環境保全の確保に関する協
定書』の確認と徹底、②作業安全上の注意等について説明
していただきました。

　大型・小型トランス類は愛知県内から１０台、車載型トラン
スは静岡県内から１台受け入れる予定です。

　なお、１２月は中旬に定期点検を行うため、ＰＣＢ廃棄物
の受け入れは通常より少なく計画しています。

　１９年１２月の受入計画（予定）
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１９年１１月の操業実績

※1 受け入れ後、一時保管してから計画的に処理ラインに
　投入するので、受入台数と抜油・解体台数に差が生じます。
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小型トランスの検査確認
（収集運搬時にPCBの漏洩がなかったか等を確認）

連絡会議の開催状況

 【収集運搬事業者に関するアドレス】
　 http://www.jesconet.co.jp/facility/toyota/acceptance/list.html

解体設備内における小型トランスの切断状況
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４．環境安全への取り組み
(1)玉掛け講習の受講

(2)安全の日

 ①

 ②

５．環境モニタリング調査について

６．財団法人省エネルギーセンターによる現地調査

日本環境安全事業株式会社（ＪＥＳＣＯ）

（連絡先） 　豊田事業所　　　０５６５－２５－３１１０
　【豊田事業ＨＰ】　http://www.jesconet.co.jp/facility/toyota/index.html

　豊田施設では毎月２１日を『安全の日』としています。

　豊田施設のＰＣＢ漏洩事故から、ちょうど２年となった１１月２１
日の『安全の日』には、本社事業部長及び事業所長等から社員
へ以下の内容の訓辞を行いました。

　弊社として、これからもＰＣＢ漏洩事故を決して忘れず、安全に
対して強く認識してＰＣＢの処理を進めていきます。

　講習会では、①玉掛けの基本操作について、②実技指導等
について受講しました。この受講で学んだことを活かし、安全
な作業を行っていきます。

ＰＣＢ廃棄物処理は国策事業であり、重大な責任を負って
いることを強く認識すること　　等

ＰＣＢ漏洩事故という事故の重大性を再認識して、安全性
に十分留意して処理を進めること

連絡先

　なお、調査結果の概要は今後の事業だよりで報告し、詳細につい
ては弊社ホームページで公表する予定です。また、昨年度までの環
境モニタリングの結果は下記のアドレスで公表していますのでご参
照ください。

　この調査は、ＰＣＢ廃棄物処理事業の実施により周辺の生活環境
に影響を与えていないことを確認するため、年間を通して外部の測
定機関により実施しています。１１月は①周辺大気、②施設からの
排気と排水、③敷地内の土壌と地下水等について行いました。

　１１月１６日、豊田施設において『エネルギー使用合理化の現
地調査』が行われました。

　この調査は、『エネルギーの使用の合理化に関する法律』に
基き、経済産業省の委託を受けた(財)省エネルギーセンター
が、調査対象工場のエネルギーの使用状況を現地確認し、省
エネルギーに必要な指導・助言等の措置を行うものです。

　今般は、環境省中部地方環境事務所の立ち会いのもとで行
われ、弊社からは①事業概要、②処理工程、③電気設備等に
係る説明・報告等をいたしました。

　弊社として、これからも節電に気を配る等省エネルギーにも
十分配慮しながらＰＣＢの処理を進めていきます。

   豊田施設では、豊田市と弊社の間で締結している『豊田ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理事業に係る安全
性と環境保全の確保に関する協定書』に基づき、環境モニタリング調査を実施しています。

　豊田施設では、ＰＣＢ廃棄物や解体物等重量物の運搬時に
クレーンを用います。重量物にワイヤーを掛けたり、クレーンの
フックに掛けたりはずしたりすることを『玉掛け』といいます。

　この作業は有資格者が行いますが、施設全体として安全作
業を行っているかを確認するため、１１月８日に外部講師を招
いて講習を行いました。

中央制御室における省エネルギー現地調査

 【環境モニタリングに関するアドレス】
　 http://www.jesconet.co.jp/facility/toyota/environment/monitoring.html

　　周辺大気を採取する装置
（ハイボリュームエアサンプラー）

採取装置

玉掛け講習（実技指導）の受講状況

安全の日(11月21日)における訓辞


